
令和６年度 多摩市立鶴牧中学校  授業改善推進プラン  教科名             

 

理科における指導の重点（身に付けさせたい力）  
ア 知識及び技能 イ 思考力、判断力、表現力等 

自然の事物・現象について、基本的な概念や原理・法則を理解する力 観察・実験の事象や結果を分析して解釈し、表現する力 

 
 生徒の学力の状況（課題） 授業における具体的な手だて 手だての実施時期 成果検証（２月） 

第１学年 ・物質分野において、グラフから読み取ったり、グ

ラフの作成をしたりすることに難しさを感じる

生徒が多かった。ア 

・観察や実験における学習課題に沿った考察や分析

が苦手な生徒が多かった。イ 

・地球分野、地震の小単元におけるグラフの読み取り

や、エネルギー分野、光の道すじの小単元における

作図について、グラフから必要な情報を読み取るこ

とや、線が通る箇所を随時確認する。ア 

・学習の流れを毎時間提示し、解決したい課題を視覚

に残すなど明確にする。イ 

・１１月～２月 

 

 

・毎単元 

 

第２学年 ・計算問題や圧力を求める問題などに課題を感じて

いる生徒が多く、理解が十分とは言えない。ア 

 

・結果を整理したものをもとに考察することが苦手

な生徒が一定数いる。イ 

・公式を用いて、圧力の計算などがどうなるかを考え

させて書かせることや、計算問題を繰り返し行うな

ど、演習を充実させる。ア 

・授業の度に振り返りを行い、実験の結果をグループ 

で話し合わせ、考察する力をつける。イ 

・１１月～２月 

 

 

・毎時間 

 

第３学年 ・身近な事物・現象や基本的な概念、原理・法則を

理解する力はついている。しかし、学習したこと

を活用したり、応用したりする力に課題が見られ

る。ア 

・実験の結果から考察し、文章で表現する力に課題

が見られる。イ 

・基礎・基本や法則を用いて理解を定着させ、演習を

充実させ、応用力を身に付ける。ア 

・実験や観察の結果から、学習課題に沿って分析 

させたり、考察させたりする習慣を付け、文章 

で表現する力を養う。イ 

・毎単元 

 

 

・毎単元 

 

 

■「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実に向けた一人一

台端末等 ICTの効果的な活用について 

■学習の見通しをもたせることや学習を振り返ることの工夫等、「学び 

に向かう力」の育成に向けた取組について 

１年→既習事項や生徒の考えを用いた話し合い活動を積極的に取り入れながら、タブレット端末で生徒 

にあった課題を選択できるよう工夫する。 

２年→実験の際にタブレット端末で撮影し、結果を共有しながら話し合い、班で考察を行う。各班の結果

をタブレット端末で共有し、理解を深める。 

３年→観察や実験について、生徒が予想したことや考察したことを、タブレット端末を用いてクラス全体で 

共有し、観察や実験に対する振り返りを個々で行う。 

１年→学習課題を毎時間確認して、学習課題ごとに振り返りをする。振り返りをする際には、実験計画や、 

     考えたこと、生徒の到達度や学習に取り組む姿勢等の振り返りをさせる。 

２年→毎時間、授業の流れやめあてを明確にして見通しをもたせ、小単元ごとに問題演習、話し合いを行 

う。 

３年→単元の学習前に単元全体の学習の流れの見通しをもち、学習後に振り返りを実施する。 

今後の学習や、身近な生活に活かすための工夫を生徒に考えさせる。 

理科 



 


